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BITNETに つ い て
商学部教授 島 田 徳 三
1.こ こ では,私 たち素 粒子 分野 の者に とって ネ ッ トワークが どんな もので あるか,思 い 出な ど
を交 えて書か せ て いた だ きたい と思 い ます.明 治 大学 に も情 報科学 セ ンタ ーの方 々の 努力 のおか げ
で,B互TNETに 直 接 ア クセ スが で き るこ とに な りま した.そ んな こ とで,研 究 報 告 では ない ので
す が,研 究 手段 の物 語 として,興 味 を持 って い ただけれ ぽ幸い です.
2.コ ン ピ ュー タでは,U本 は先進 国 のはず ですか ら,ち ょっ と意外 な こ とな の ですが,国 際学
術 通信 ネ ッ トワー ク参 入 につ いて い えぽ よ うや く本格化 時 代が きた,と い う気が します.幸 い 明治
大 学 は,そ の 中で 早 い方 であ るわ け です.私 がは じめ て ネ ッ トワー クに よる研究 形態 を 体験 した の
は,ポ ス ト・ ドクに な りた ての1976年の英 国 での こ とです.当 時,英 国 の 各大学 の 素粒 子関 係の 研
究 室 は ラザ フ ォー ド研究所 を 中心 としてネ ヅ トワー クを緊 密 に組 ん でい ま した.私 のい た ダ ラム大
学 は,自 分 の キ ャン パスの大 型計 算 機を 中心 に ローカル エ リア ・ネ ッ トワー クを組 み,そ れ と平行
して,ラ ザ フ ォー ド研究 所 にかな りの経費 を 拠 出 ・分 担 して,そ この 大型計 算機 に リンクされ た 端
末室 を持 ってい ま した.
3.こ れ は,英 国 のSRC(ScienceResearchCouncil)の方 策 に よ る もの で,英 国の各 大学
の端 末室 は,す べ て通 し番 号 で整理 され てい ま した.こ の徹 底か ら,非 常 な効 率が 生 まれて い ま し
た.同 じラザ フ ォー ド研究 所 の大型 計算 機を 使 ってい るの です か ら,ち ょう ど一台 のVAXの ユ ー
ザ ーが,計 算 機経 由で``phone"しあ うよ うに,た とえば300kmば か り離 れた オ ックス フ ォー
ドとダ ラムで 同時 進 行形 で通 信 しあ うこ ともで き,ま た,お 互 い に計算 機 の なか にMAILを 残 す
事 もで き ます.私 は,実 際,リ バ プール の仲 間 と共 同 で数編 の論 文を書 き ま したが,そ れ は,結 局,
彼 とや り取 りした 計算 機 内の フ プィルを整 理 した形 に な ってい ます.ま た,ラ ザ フ ォー ド研 究所 の
大型 機iは,サテ ライ トで ジ ュネ ー ブのCERN(欧 州 共 同 研究機 構)や,ス タ ン プt－ ドのSLAC
(線形加速 器 セ ンタ ー)と リン クされ て い るの で,私 は,そ ち らに 出か けてい る仲間 と計算 デ ー タ
や ヒン トの や り取 りを(こ れ も同時進 行形 で)し た りも しま した.ち な みに,そ の頃 の東大 大型 計
算 機 セ ンタ ーは,ユ ーザ ーが セ ンタ ーにい って カ ー ド入 力をす る とい うのが 中心 で,ネ ッ トワ ー ク
は,・〉ワイ まで は きて い るの だが,と い う時 代で した.
4.そ の後,西 独 や,米 国 のARPA-NET圏 へ と・1{ス1・・ドク生活 を続 け ま した が'初 体験 の
英 国 のネ ッ ト ・ワー クは,事 実 かな り優 れ た ものであ った ようです.そ れ か ら5年 ぶ りの在外 研究
の と きは,す でに,BITNETで 西 欧 も米国 も殆 ど完壁 に結ば れ て まLた し,西 独 の マ ヅクス プ ラ
ソク研 の計 算 機 と,コ ペ ンハ ー ゲ ンのr－ ルス ボ ーア研 の計算 機が ダ イ レク ト ・リン クされ て い る
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な ど一層 緊 密化 が進 ん でい るの も体験 しま した,け れ ど,そ のず っ と以前に 見 た英 国 での工 夫 の凝
らされ た シス テムは ネ ッ トワー クへ のい ろ いろな鍵 があ る よ うな気が してな りませ ん.
5.BITNETに 本学 が 参入 した事 で,い まや,我 々 も,こ の全 世界 的な ネ ッ トに 接続 され たわ
けです.私 も含み,明 治 の何 人か の先生方 は,き っと これ を心 待ち に され てい た事 と思 い ます.向
股 先生か ら頂 い た 「き っとBITNETを 使 え るよ うに した い'」 とい う賀状 は,私 に は喜び で した.
実 際,今 度 の2年 の在外 研究か ら戻 るとき も,研 究 仲間 は,「お まえ とBITNETで 通 信 したい も
のだ なあ'」 といい,「可能 に な った ら必ず 連 絡す るよ'」と約束 した ものです.実 際,帰 国後西 独
のマ ックス プ ランク研 の友人 と筑 波 の高.r－ネル ギ一 斑経 由のBITNETで 仕 事 を して きま した.い
まは,自 分 の大学 で,通 信が お くれ ます.セ ンタ ーでは,便 利 な メニ ュー形 式 でサ ポ ー トが サ ポ ー
トされ てい ます し,レ ーザ ー ・プ リンターで美 しい プ リン トア ウ トが で きます.
6.今 や,理 科系 研究 者に とっては,ネ ッbワ ー クに よる仕事は 当 た り前 にな って きてい ます.
何 よ り,デ ータの交 換 の早 さの強みが あ ります.計 算で面 白い事が わか った りピ疑 問に漂 着 した り
す る と,西 独 の仲間 に メモを書 きます.そ の叩 き返 しが 早い と きは,そ の 日の うち に返 って きます.
電 話 と違 って,複 雑 な数式 も,正 確 に送 れ ます し,計 算結果 の数 値 も,い や,そ の計算結 果を 与 え
るプ ロ グラA自 体 も送 れ るわ け です.学 術雑誌 への 投稿 も,標 準 化 され たTEX原 稿 な ら,受 理 す
る ところが あ ります し,エ デ ィ ターのBITNETのIDを 与 えてい ると ころ もあ ります.文 科系
の研究 者の場 合 に もネ ッ トワー クは使い方 に よっては,剃 刀 の よ うな 切れ味 を しめす 事 もあ るか と
思い ます.我 々は,よ く学 術 デー タベー スを使い ます.例 え ばそのひ とつに,私 も7年 間 参加 して
い たParticleDataGroupが1/llって い るReviewofParticleProperties(RPP)があ ります・
■c-一ク レイ とCERNが 主 体 にな り,20人ほ どのい ろいろの 大学の研 究 者が 協力 して作 ってい ます.
私は,未 知 の素粒子 探 しの部 門を担 当 して,い まどの よ うな理 論に基 づ いて,一世界 の どの研究 所 で,
どの よ うな方法 で研究が され てい るか,そ の最近 の成 果は,ど の よ うな もの であ るか の報 告 を毎年
書 きま した.・'この よ うな努力 が ま とまってで き るのが データ ・ベ ースです.RPPの 歩 合,書 物の
形 で素粒 子論 の研究 者全員 に,無 料 で配布 され,そ れ と同時 に,・コ ンピ ュータ ・デ ー タ化 され ます.
素粒子 関係 では,ネ ッ トワー クに よって もっ とも新 しい デー タ も,・殆 ど即 日的に・ 関 係者 の間 では,
既知 の事 とな ります.
7.素 粒 子や原子 核の研 究者達 は,デ ータを早 く交換す る事 の絶対 的 な必要性 のため に,早 くか
ら,そ して否 応な しに ネ ッ トワー クの 世界 に放 り込 まれ て きま した.そ の動機は,お そ らく,出 来
得 る限 り必 要な情報 は交換 し共有 しよ う,そ うす る事 に よ って,全 体 と しての活 動力 を で き得 る限
り高め よう,と い う事で あ った と思い ます.勿 論,そ こで'情 報 の氾 濫が お こって,胃 は 痛み …そ
して,彼 か らの メ ッセ ー ジに も,今 日 も明 日も授業 の準備 で,何 も応 答 で きな いそ のつ らさ もかみ
しめなけれ ば な らな くな るわけ です が,そ れ で も,異 国の研究 者 と,自 分 の思 う事,志 す 事を 語 り
合 う事は,基 本的に,大 きな喜 びでは ないで し ょうか.
